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1 は じ め に

稲品種「合川 1号」 tま ,長稗で少けつ穂重型の草型を持

ち,多収性の育種素材として注目されている(荒木ら 1994)。

しかし,その多収性の証明は行われていない。一方,そ の

草型は単遺伝子支配であることが明らかになっている (荒

木ら 1989,伊勢 1991)。 このことは同質遺伝子系統の

育成が可能であり,同質遺伝子系統の比較によりその多収

能力が明らかにできることを示す。そこで,こ こでは,準

同質遺伝子系統を育成し,こ れらを一般の収量試験条件で

比較し,その草型が収量,品質に及ぼす影響を 3年間にわ

たって調査した。

2試 験 方 法

(1)合川 1号/奥羽331号 (後のぶくひびき)の F4世代

に2400個体から28個体を選抜し,以後系統育種法により固

定を図った。 F7世代 (1997)に多収能力がありかつ程長

だけが分離しているとみられる3系統から構成される1系

統群に注目し,稗長を短稗群と長繹群に分け単因子分離を

調査した。さらに,出穂期と草型が揃っている 1系統を短

拝個体と長稗個体にわけて採種し,準同質遺伝子系統の対

となる「羽系605短J(短稗型)と「羽系605長」(長繹型 :

合川 1号型)を得た。

② 準同質遺伝子系統について,比較に「合川 1号 J
(初年度のみ供試)の はか,熟期の近い「あきたこまちJ

と多収性の「ふくひびきJを用い,総 N施用量を09聴/a
とする標準的栽培法・ 2反復により収量性を1998～2000年

の 3年間,調査した (表 1)。 また,2000年度に,成熟期

に中間的な穂を10本収穫し,登熟関連形質として,先端粒

を除く二次枝梗粒割合 (長戸 1941),登 熟歩合,奇形籾

歩合 (除・太田 1982)を穂別に調査した (表 2)。 品質

は達観により1(上上)～ 9(下下)の分類により調査し

た。

3 試験結果及び考察

(1)系統群全個体について稗長分離を 2頂分布の谷 (分

岐点)で分けると,短稗23個体 :長稗81個体になり, 1:

3の単因子分離に適合した。したがって,本結果は,荒木

表 1 準同質遺伝子系統の収量および関連形質

品種系統名  出穂期  稗長  穂長  穂数   倒伏   全重   玄米重  屑米重  千粒重
(月 日) (clo) (col) (本/ピ) (0～ 5) (kg/a) (kg/a) (kg/a)  (8)

羽系605短    808   70  208   265    00    134   534    12    219
羽系605長    807   81  231   147 1 8        225

合川 1号
ふくひびき

ふくひびき

133       573
115       455
123       55 1

140       593
138       622 07        24 5

113

806      96     215      160
807      68     21 7      208

00
00
00

00
00

15
12

230
233

あきたこまち  806   82  198   265    10    118   463    17    229
羽系605短    805   74  209   300    00    145   606   07    227
羽系605長    805   89  225   153 13

804      71     206      278

230

386

あきたこまち  803   83  1914   326    13    132   532    10    226
注 上段は単年度 (1998)成績,下段は3年平均 (1998～ 2000)

表 2 準同質遺伝子系統の登熟関連形質 (2000)

282 368羽系605長 46         87
8、 くひびき    128     88      38      16     86    102     62    317
注 粒着密度 :1穂粒数/穂長,籾数 :玄米重/1粒重/登熱歩合
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ら (1989)および伊勢 (1991)の結果を再確認したものと

思われる。また,こ こで得られた短稗型と長稗型は準同質

遺伝子系統の対と判断される。

9)長得型は少けつ,長掃,大穂であり,典型的な「合川
1号J型の草型を示し,かつ「合川 1号Jよ り多収であり,

改良された系統が得られたと判断される (表 1)。 長拝型

が短稗型より多収であったのは1998年のみで他の 2年は低

収であり,3年平均では長得型がやや低収となった。また

長稗型は「あきたこまち」より多収であったが,「ふくひ

びきJよ りは低収であった。

登熟の良否の 1指標である屑米重割合は3年間とも長稗

型で多く,長IIF型は登熟が劣る傾向が認められた。関連 し

て長得型は,単位面積当たりの籾数が多く,登熟歩合が68

%と著しく低かった (表 2)。 一方,登熟が劣ると言われ

る二次枝梗粒の歩合は長稗型と短繹型で差異が無かった。

一方,同 じく登熟が劣ると言われる奇形籾歩合は長繹型で

37%と 著しく多かった。また長稗型は粒着密度が著しく高

表3 準同質遺伝子系統の品質

品種系統名   腹自   心自   乳自   光沢 品質総合  その他
(0～ 9)(0～ 9)(0～ 9)(3～ 7)(1～ 9)

羽剰 5短   20  00  10  50  38
羽細 長   40  00  10  50  53 粒揃い不良
樹‖1号   50  10 00 50 50 継 多い

ぶくひびき   40  00  10  50  45
あきたこまち  00   00   00   50   30
羽系師短   20   03   07   50   39
羽系606長    42   03   13   50   56  粒揃い不良
ふくひびき   43   08   10   50   48
あきたこまち  03   02   05   48   35
注 上段は単年度 (1998)成績,下段は3年平均
(1998～2000)

い密粒型であった。大穂密粒の場合,葉鞘内での籾殻の発

達は抑制されることが推察され,こ のことが奇形籾を多く

発生させる要因と考えられる。

長稗型の品質は,粒揃いが劣り,かつ腹自多く,品質は

明らかに劣った (表 3)。

4 ま  と  め

少けつ,大穂,長綽型の草型をもつ「合川 1号」は多収

素質があると言われてきた。しかし準同質遺伝子系統の比

較では,「合り11号」型は籾数は多かったが,多収性は確

認されず品質も劣った。この要因として,「合川 1号」型

は,極大穂密粒のため籾殻の発達が抑制され奇形籾が多い

こと,こ のため登熟が劣り,粒揃いが劣り,腹自多く,品

質が劣ることが推察された。
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